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平成２９年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書

（整理番号）

０９２
提案機関名 茅ヶ崎市漁業協同組合

要望問題名

茅ヶ崎の養浜が海の環境に及ぼす影響調査と養浜の指針について

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】

茅ヶ崎では砂浜の侵食に伴い平成17年以降、陸上（視察したのは山あいの相模湖のダム等）の砂や土が地先

に相当量設置され、これらが堆積した海域では、漁獲が減少したり、遊漁船でも魚が釣れなかったりして、海

の環境に悪い影響を及ぼしていることが懸念される。特に養浜後、地先海域が赤茶色に濁ることが多く、養浜

で撒かれているものの質が悪いことを10年ものあいだ組合員は懸念している。 

そこで、養浜の砂が堆積する海域で、底質や底生生物の調査を実施し、海の環境と生物に及ぼす影響を調査

して頂きたい。また、今後の養浜事業の指針として、海の環境に適した砂質と不適な砂質（土等）をデータ化

して、明らかにして下さい。 

解決希望年限 ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内

対応を希望す

る研究機関名
①農業技術センター ②畜産技術センター ③水産技術センター ④自然環境保全センター

備 考

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。

回答機関名 水産技術センター 担当部所 相模湾試験場 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

 養浜環境影響調査 

対応の内容等 

在、茅ヶ崎市中海岸地区の砂浜海岸において、底質調査、底生生物調査を実施しております。調査結果か

ら養浜の影響を評価することとしています。 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考


